
 

 

 

 

 

 

 

  

 アルミニウムＨ材によるｄｅｆｏｃｕｓ、再ｄｅｆｏｃｕｓの効果 

 

 

 

 

 アルミニウムＨ材による、ｒａｎｄｏｍ補正、計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正、更に再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を 

 行い、VolumeFraction（方位の定量）を比較してみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月２７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

  

 

 

 

 



概要 

 正極点処理に再ｄｅｆｏｃｕｓ処理を採用しＯＤＦ解析結果評価として、Ｒｐ％プロファイルが 

±１．５％を目指した。目標に達しない場合、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの評価を行う事が可能になりました。 

   ではこの効果によりＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎがどう変化するか確認してみます。 

 

入力データ  

 C:¥CTR¥DATA¥AluminumH-O¥Alunimum-H 

  

 

Randomデータ 

 C:¥CTR¥DATA¥Al-powder 

  

 

極点処理（ODFPOleFigure2） 

 １．ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 ２．ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ３．計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ４．計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ５．Random試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ６．Random試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

ＯＤＦ解析(LaboTexで１／４対称で解析) 

 ＯＤＦ解析＋VolumeFraction計算 

 

評価法(ValueODFVF) 

 ＯＤＦ解析後のＲｐ％プロファイル評価と ValueFraction 比較 

 

 

 



極点処理 

 入力極点図 

 

 ｒａａｎｄｏｍ試料を用いる場合 計算ｒａｎｄｏｍ補正の場合 

 

       再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う場合 

 

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２の処理 

バックグランド削除 

ｄｅｆｏｃｕｓ 

 計算ｄｅｆｏｃｕｓ 

 ｒａｎｄｏｍ試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ解析 

 極点図Ｅｒｒｏｒ Ｒｐ％計算 

 ＯＤＦ図Ｅｒｒｏｒ ｄＲｐ％計算 

 ＯＤＦ図最大方位密度 

 ＶａｌｕｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ 

 Ｒｐ％プロファイルで±１．５％確認 

 

 

 

 

 

 



１．ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし(内部規格化)(notdef) 

 

 

 

  

Ｒｐ％プロファイルが乱れる 



２．ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正(notdef-redef) 

 

 

 

  



３．計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正(calcdef) 

 

 

 

  



４．計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

  



５．Random試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

  



６．Random試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

  



７．まとめ 

 数値をまとめると以下 

 

再ｄｅｆｏｃｕｓを行うことで、Ｒｐ％は改善されています。 

しかし、Ｃｏｐｐｅｒ方位に関して、ｒａｎｄｏｍ補正とｒａｎｄｏｍ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓの変化量が 

大きすぎる。 

 

Ｃｏｐｐｅｒ方位の２Ｄ表示 

 

 

      Ｃｏｐｐｅｒ方位位置 

 

 測定データはＣｏｐｐｅｒ方位位置からずれている。 

このような場合は、 ではなく のＢＯＸが良い 



によるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

７．１．ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし(内部規格化)(notdef) 

 

７．２．ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正(notdef-redef) 

 

 

 

 

 

 

 



７．３．計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正(calcdef) 

 

７．４．計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．５．Random試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

７．６．Random試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８． でまとめ 

 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦのＲｐ％で並べかえると 

 

 ｒａｎｄｏｍ＋再ｄｅｆｏｃｕｓと計算ｒａｎｄｏｍ＋再ｄｅｆｏｃｕｓかた計算した 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎは一致度が良い。 

 

ＬａｂｏＴｅｘのＲｐ％で並べ替えると 

 

 

 この結果から、再ｄｅｆｏｃｕｓの実力が評価されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



方位プロファイル比較（ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで算出し、ｈｋｌｕｖｗＤｉｓｐｌａｙで表示） 

 

 

方位プロファイル比較（本来のＥｕｌｅｒ角度から±５ｄｅｇの範囲以内の最大値で） 

 

Ｃｏｐｐｅｒ方位 

 

ＯＤＦ方位密度のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの関係は方位によって４：２：１で評価する。 


